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日本代表チーム欧州遠征 （5） 

LW2x 上野選⼿手、上⽥田選⼿手（ともに明治安⽥田⽣生命） 

World CupⅡ 
6⽉月16⽇日（⽕火） 
　 午前中は昨⽇日同様、空も晴れ渡り空気も涼しく、清々しい天気となりました。昨⽇日
よりFilippiのサポートテントが設営されたため、フォアのステアリングストレッチャー
の調整をお願いし、今次さんが艇にフィットするように付け直してくださいました。 

プログラムはUp 3km 1min-MAX/1min-off × 8 × 2　rest15min. Down 3km。レース
前の調整に⼊入り、短い距離で集中して確認していました。アップ⽤用のエルゴが設置さ
れたため、アップやダウンに使えるようになり、他の団体がいないタイミングを⾒見計
らって選⼿手たちも活⽤用しているようでした。徐々にチームの数が増えており、アメリ
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カクルーが到着し、乗艇を始めていました。同じ宿にはベラルーシとアンゴラチーム
が宿泊しており、もうすぐWorld Cup開幕という実感が湧いてきました。 

午後は雷⾬雨予報もあり15:30出発に変更、案の定到着時は雷が光っておりましたが、
しばらくすると遠ざかったため乗艇することができました。悪天候にもかかわらず、
レース前ということあり、多くのクルーが乗艇していたため、船台が⾮非常に混み合っ
ていました。明⽇日からは出艇⽤用と帰艇⽤用と分かれるので、艇同⼠士がぶつかるような事
態は少なくなると思いますが、こちら側が気を付けていても危ないことが何度かあり
ました。 

断続的な⾬雨は残念でしたが、⾵風はほとんどなく、プログラムの8km SR20-22(30strs-
hard/10strs-easy×4を含む)を実施。多くのクルーが乗艇する中、午前中から引き続き
ブイの設置が⾏行われており、時折減速を求められるクルーもいました。明⽇日からいよ
いよ公式練習が始まり、より快適な環境になるのではないでしょうか。 
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左上：LM2x 中野選⼿手
（NTT東⽇日本）、⼤大元
選⼿手（アイリスオー
ヤマ） 
左下：コース（船台）
の様⼦子 
右上：LM4- ⽚片岡選⼿手
（明治安⽥田⽣生命）、
⽥田⽴立選⼿手（戸⽥田中央
総合病院RC）、⻄西村
選⼿手、今井選⼿手（と
もにNTT東⽇日本） 
右下：古⽥田選⼿手（明
治⼤大学）
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快晴のコース 

左上：LM1x 福井選⼿手
（東レ滋賀） 
左下：福井選⼿手（東
レ滋賀）と古⽥田選⼿手
（明治⼤大学） 
右上：LM4- ⽚片岡選⼿手
（明治安⽥田⽣生命）、
⽥田⽴立選⼿手（戸⽥田中央
総合病院RC）、⻄西村
選⼿手、今井選⼿手（と
もにNTT東⽇日本） 
右下：LM4- 杉嶋選⼿手、
⽯石⽥田選⼿手（ともに東
レ滋賀）、⼩小林選⼿手
（戸⽥田中央総合病院
RC）、陶⼭山選⼿手（明
治安⽥田⽣生命）


